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一
　
序
言

　
『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品）

1
（

は
、
勝
義
諦
と
諸
行
（
諸
法
）
と
の
関
係
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り）

2
（

、
三
性
説
を
直
接
説
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
そ
こ
に
は
三
性
説
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
勝
義
諦
相
品

の
全
体
に
わ
た
っ
て
検
証
し
た
も
の
は
、
管
見
の
お
よ
ぶ
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

小
稿
で
は
、
イ
ン
ド
瑜
伽
行
派
の
三
性
説
が
中
国
唯
識
学
派
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
関
心
か
ら
、
玄
奘
訳
の
『
解
深
密
経
』
勝

義
諦
相
品
の
三
性
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
を
、
玄
奘
門
下
で
あ
る
円
測
の
『
解
深
密
経
疏
』
の
解
釈
な
ど
と
比
較
検
討
し
、
中
国
唯
識

学
派
に
お
け
る
三
性
説
の
解
釈
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
将
来
の
課
題
で
あ
る
。

　

勝
義
諦
相
品
は
、
勝
義
諦
の
相
を
「
離
言
無
二
相
」「
超
過
尋
思
所
行
相
」「
超
過
諸
法
一
異
相
」「
遍
一
切
一
味
相
」
の
四
相
に
わ
た
っ
て
論
じ
て

い
る）

4
（

。
以
下
、
こ
の
順
序
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
の
趣
旨
と
そ
こ
に
見
ら
れ
る
三
性
説
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
　
離
言
無
二
相

　

離
言
無
二
相
で
は
、
勝
義
諦
は
離
言
の
法
性
で
あ
り
、
一
切
法
を
有
為
・
無
為
な
ど
に
二
分
す
る
言
葉
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

説
か
れ
る
。

『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品
の
三
性
説
に
つ
い
て

吉
　
村
　
　
　
誠
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１　

法
性
・
諸
法

　

先
ず
、
如
理
請
問
菩
薩
が
「
一
切
法
無
二
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
と
問
う
と
、
解
甚
深
義
密
意
菩
薩
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

善
男
子
。
一
切
法
者
略
有
二
種
。
一
者
有
為
、
二
者
無
為
。
是
中
有
為
、
非
有
為
非
無
為
。
無
為
亦
、
非
無
為
非
有
為）

5
（

。

善
男
子
よ
。
一
切
法
と
は
略
し
て
二
種
有
り
。
一
に
は
有
為
、二
に
は
無
為
な
り
。
是
の
中
に
有
為
は
、有
為
に
非
ず
無
為
に
非
ず
。
無
為
も
亦
た
、

無
為
に
非
ず
有
為
に
非
ず
。

　

す
な
わ
ち
、
一
切
法
に
は
有
為
と
無
為
の
二
つ
が
あ
る
が
、。
有
為
は
有
為
で
は
な
く
無
為
で
も
な
く
、
無
為
は
無
為
で
は
な
く
有
為
で
も
な
い
と

い
う
。

　

一
切
法
を
有
為
・
無
為
に
二
分
す
る
の
は
、部
派
仏
教
に
お
け
る
一
切
法
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、有
為（
無
為
）は
有
為（
無
為
）で
は
な
く
無
為（
有

為
）
で
も
な
い
と
い
う
の
は
、『
般
若
経
』
に
お
け
る
空
の
議
論
で
あ
る）

6
（

。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
、
部
派
仏
教
で
は
一
切
法
は
有
為
・
無
為
の
二
つ
で

あ
る
と
定
義
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
相
対
的
概
念
に
す
ぎ
ず
、
有
為
・
無
為
と
い
う
二
つ
の
固
定
的
実
体
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
初
期
大

乗
仏
教
の
主
張
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
如
理
請
問
菩
薩
が
さ
ら
に
そ
の
理
由
を
問
う
と
、
解
甚
深
義
密
意
菩
薩
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

①
善
男
子
。
言
有
為
者
、
乃
是
本
師
仮
施
設
句
。
若
是
本
師
仮
施
設
句
、
即
是
遍
計
所
執
言
辞
所
説
。
若
是
遍
計
所
執
言
辞
所
説
、
即
是
究
竟

種
種
遍
計
言
辞
所
説
、
不
成
実
故
非
是
有
為
。
②
善
男
子
。
言
無
為
者
、
亦
堕
言
辞*

。
設
離
有
為
無
為
、
少
有
所
説
其
相
亦
爾
。
③
然
非
無

事
而
有
所
説
。
何
等
為
事
。
謂
諸
聖
者
、
以
聖
智
聖
見
離
名
言
故
現
等
正
覚
、
即
於
如
是
離
言
法
性
、
為
欲
令
他
現
等
覚
故
、
仮
立
名
想
謂
之

有
為）

7
（

。

①
善
男
子
よ
。
有
為
と
言
ふ
は
、
乃
ち
是
れ
本
師
仮
施
設
の
句
な
り
。
若
し
是
れ
本
師
仮
施
設
の
句
な
ら
ば
、
即
ち
是
れ
遍
計
所
執
の
言
辞
の

所
説
な
り
。
若
し
是
れ
遍
計
所
執
の
言
辞
の
所
説
な
ら
ば
、
即
ち
是
れ
究
竟
し
て
種
種
の
遍
計
の
言
辞
の
所
説
は
、〔
円
〕
成
実
な
ら
ざ
る
が
故

に
是
れ
有
為
に
非
ず
。
②
善
男
子
よ
。
無
為
と
言
ふ
も
、
亦
た
言
辞
に
堕
す
。
設
し
有
為
無
為
を
離
る
と
も
、
少わ
づ

か
に
所
説
有
れ
ば
其
の
相
も

亦
た
爾
り
。
③
然
れ
ど
も
事
無
く
し
て
而
も
所
説
有
る
に
非
ず
。
何
等
を
か
事
と
為
す
。
謂
く
諸
も
ろ
の
聖
者
は
、
聖
智
聖
見
を
以
て
名
言
を

離
る
る
が
故
に
現
に
等
正
覚
し
、
即
ち
是
の
如
き
離
言
の
法
性
に
於
て
、
他
を
し
て
現
に
等
覚
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
名
想
を
仮

立
し
て
之
れ
を
有
為
と
謂
ふ
。
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す
な
わ
ち
、①
有
為
と
は
、本
師
（
釈
尊
）
が
仮
設
し
た
文
句
で
あ
る
。「
遍
計
所
執
」
の
言
説
と
し
て
言
い
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「〔
円
〕
成
実
」

で
は
な
い
た
め
、
有
為
で
は
な
い
。
②
無
為
も
同
じ
で
あ
り
、
有
為
・
無
為
以
外
で
も
、
言
説
と
し
て
言
い
表
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

③
し
か
し
「
事
」
が
な
け
れ
ば
言
い
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
事
」
と
は
何
か
。
諸
々
の
聖
者
は
、
聖
智
・
聖
見
を
も
っ
て
言
葉
を
離
れ
る
か
ら
覚

る
の
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
を
離
れ
た
「
法
性
」
を
、
他
者
に
覚
ら
せ
よ
う
と
し
て
仮
に
名
想
を
立
て
て
有
為
と
言
う
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

①
②
で
は
、有
為
・
無
為
な
ど
が
、一
切
法
を
分
類
す
る
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
ら
は
釈
尊
が
仮
設
し
た
文
句
（pada 

句
）
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
概
念
に
相
当
す
る
固
定
的
実
体
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
理
由
は
「
遍
計
所
執
」
の
（parikalpita 

分
別
さ
れ
た
。
思
考
さ
れ

た
）
言
説
は
、「〔
円
〕
成
実
」
で
は
な
い
（apariniṣpanna  

完
成
さ
れ
て
い
な
い
）
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
が
、
遍
計
所
執
や
円
成
実
は
瑜
伽
行
派
の

三
性
説
の
用
語
で
あ
る
。『
解
深
密
経
』
で
は
一
切
法
相
品
に
お
い
て
初
め
て
三
相
（
三
性
）
が
明
確
に
説
か
れ
る
が
、
そ
の
用
語
が
す
で
に
勝
義
諦

相
品
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

　

③
で
は
、言
葉
の
よ
り
所
と
な
る「
事
」（vastu 

事
物
。存
在
）が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。聖
者
は
智
見
に
よ
っ
て
言
葉
を
離
れ
る
か
ら
覚
る
と
い
う
が
、

何
を
覚
る
の
か
と
い
え
ば
、
法
性
（dharm

atā  

事
物
・
存
在
の
本
性
）
で
あ
る
。
事
と
法
性
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
事
は
言
葉
の
よ
り
所

で
あ
る
か
ら
、
修
行
に
お
い
て
は
、
言
葉
と
と
も
に
離
脱
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
法
性
を
覚
る
た
め
に
究
明
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
も

あ
る
。
ま
た
、
他
者
に
法
性
を
覚
ら
せ
る
た
め
に
名
想
（saṃ

jñā

名
称
。
表
象
）
を
仮
立
す
る
と
い
う
。
名
想
を
仮
立
す
る
と
い
う
の
は
、
文
句
を

施
設
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
事
は
そ
の
よ
り
所
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
説
法
に
お
い
て
は
依
拠
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

①
〜
③
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
言
葉
を
離
れ
た
法
性
が
「〔
円
〕
成
実
」
で
あ
り
、
仮
に
立
て
ら
れ
た
名
想
が
「
遍
計
所
執
」
で
あ
る
。
こ
れ
だ

け
な
ら
ば
、
二
諦
説
に
お
け
る
勝
義
諦
と
世
俗
諦
の
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
③
で
は
「
円
成
実
」
と
「
遍
計
所
執
」
の
間
に
「
事
」
が
あ
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
依
他
起
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
三
性
説
が
隠
さ
れ
て
い
る
。「
事
」
が
「
依
他
起
」
に
相
当
す

る
こ
と
は
、
以
下
の
議
論
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

２　

事

　

次
に
、
如
理
請
問
菩
薩
は
、「
事
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
問
う
。

最
勝
子
。
如
何
此
事
、
彼
諸
聖
者
、
以
聖
智
聖
見
離
名
言
故
現
等
正
覚
、
即
於
如
是
離
言
法
性
、
為
欲
令
他
現
等
覚
故
、
仮
立
名
想
、
或
謂
有
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為
或
謂
無
為）

8
（

。

最
勝
子
よ
。
如
何
が
此
の
事
に
お
い
て
、
彼
の
諸
も
ろ
の
聖
者
は
、
聖
智
聖
見
を
以
て
名
言
を
離
る
る
が
故
に
現
に
等
正
覚
し
、
即
ち
是
の
如

き
離
言
の
法
性
に
於
て
、
他
を
し
て
現
に
等
覚
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
名
想
を
仮
立
し
て
、
或
は
有
為
と
謂
ひ
、
或
は
無
為
と
謂

ふ
や
。

　

す
な
わ
ち
、
ど
う
し
て
こ
の
「
事
」
に
お
い
て
、
諸
々
の
聖
者
は
聖
智
・
聖
見
を
も
っ
て
名
言
を
離
れ
る
こ
と
で
覚
り
を
得
、「
法
性
」
を
他
者
に

覚
ら
せ
よ
う
と
し
て
名
想
を
仮
立
し
て
有
為
・
無
為
と
言
う
の
か
、
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
解
甚
深
義
密
意
菩
薩
は
、「
事
」
を
幻
影
の
譬
喩
で
説
明
す
る
。
そ
れ
は
、
幻
術
師
が
瓦
礫
や
草
木
を
集
め
て
、
象
・
馬
・
車
・
歩
兵
・

宝
物
な
ど
の
幻
影
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
譬
喩
で
あ
る
。
愚
者
は
見
た
と
お
り
に
執
着
し
て
言
説
を
起
こ
す
が
、
智
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
と
い
う
。

此
所
見
者
、
無
実
象
身
。
無
実
馬
身
車
身
歩
身
、
末
尼
真
珠
琉
璃
螺
貝
璧
玉
珊
瑚
種
種
財
穀
庫
蔵
等
身
。
然
有
幻
状
迷
惑
眼
事
、
於
中
発
起
大

象
身
想
、
或
大
象
身
差
別
之
想
。
乃
至
発
起
種
種
財
穀
庫
蔵
等
想
、
或
彼
種
類
差
別
之
想）

9
（

。

此
の
所
見
の
者
は
、
実
の
象
身
無
し
。
実
の
馬
身
・
車
身
・
歩
身
、
末
尼
・
真
珠
・
琉
璃
・
螺
貝
・
璧
玉
・
珊
瑚
、
種
種
の
財
穀
の
庫
蔵
等
の

身
無
し
。
然
も
幻
状
の
眼
を
迷
惑
す
る
事
有
り
て
、
中
に
於
て
大
象
身
の
想
、
或
は
大
象
身
の
差
別
の
想
を
発
起
す
。
乃
至
種
種
財
穀
の
庫
蔵

等
の
想
、
或
は
彼
の
種
類
差
別
の
想
を
発
起
す
。

　

す
な
わ
ち
、
聖
者
は
、
見
ら
れ
た
も
の
は
真
実
の
象
な
ど
で
は
な
い
が
、
幻
影
が
眼
を
惑
わ
せ
る
「
事
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
象
な
ど
の
名
想
が
起

こ
っ
て
い
る
と
考
え
る
、
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
瓦
礫
や
草
木
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
幻
影
が
「
事
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
よ
り
所
と
し
て
象
な
ど
の
名

想
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、名
想
で
あ
る
「
遍
計
所
執
」
の
よ
り
所
と
な
る
も
の
が
「
事
」
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、「
事
」

は
幻
影
に
喩
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「〔
円
〕
成
実
」
で
も
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
譬
喩
の
意
味
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
智
者
は
聖
者
の
譬
え
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

若
有
衆
生
、
非
愚
夫
類
、
已
見
聖
諦
、
已
得
諸
聖
出
世
間
慧
、
於
一
切
法
離
言
法
性
如
実
了
知
、
彼
於
一
切
有
為
無
為
、
見
已
聞
已
作
如
是
念
。

此
所
得
者
、
決
定
無
実
有
為
無
為
。
然
有
分
別
所
起
行
相
、
猶
如
幻
事
迷
惑
覚
慧
、
於
中
発
起
為
無
為
想
、
或
為
無
為
差
別
之
想
。
不
如
所
見
、

不
如
所
聞
、
堅
固
執
著
随
起
言
説
、
唯
此
諦
実
余
皆
痴
妄
。
為
欲
表
知
如
是
義
故
、
亦
於
此
中
随
起
言
説）

10
（

。

若
し
衆
生
有
り
て
、
愚
夫
の
類
に
非
ず
し
て
、
已
に
聖
諦
を
見
、
已
に
諸
聖
の
出
世
間
の
慧
を
得
、
一
切
法
の
離
言
の
法
性
に
於
て
如
実
に
了
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知
す
れ
ば
、
彼
れ
一
切
の
有
為
・
無
為
に
於
て
、
見
已
り
聞
き
已
り
て
是
の
如
き
念
を
作
さ
ん
。「
此
の
所
得
の
者
は
、
決
定
し
て
実
の
有
為
・

無
為
無
し
。
然
も
分
別
所
起
の
行
の
相
有
り
て
、
猶
ほ
幻
事
の
覚
慧
を
迷
惑
す
る
が
如
く
、
中
に
於
て
〔
有
〕
為
・
無
為
の
想
、
或
は
〔
有
〕
為
・

無
為
の
差
別
の
想
を
発
起
す
」
と
。
所
見
の
如
く
、
所
聞
の
如
く
、
堅
固
に
執
著
し
て
言
説
を
随
起
せ
ず
、
唯
だ
此
れ
の
み
諦
実
に
し
て
余
は

皆
な
痴
妄
な
り
と
せ
ず
。
是
の
如
き
義
を
表
知
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
亦
た
此
の
中
に
於
て
言
説
を
随
起
す
。

　

す
な
わ
ち
、
聖
者
が
智
慧
を
得
て
、
一
切
法
の
離
言
の
法
性
を
如
実
に
知
る
な
ら
ば
、
一
切
法
は
有
為
・
無
為
で
あ
る
と
見
聞
し
て
次
の
よ
う
に

考
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
得
ら
れ
た
も
の
は
真
実
の
有
為
・
無
為
で
は
な
い
が
、「
分
別
所
起
の
行
の
相
」）

11
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が
幻
影
の
よ
う
に
慧
を
惑
わ
せ
、
そ
こ
に
有

為
・
無
為
な
ど
の
想
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
と
。
聖
者
は
、
見
聞
き
し
た
と
お
り
に
執
著
し
て
言
説
を
起
こ
す
こ
と
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
を
言
い

表
す
た
め
に
言
説
を
起
こ
す
、
と
い
う
。

　

こ
の
「
分
別
所
起
の
行
の
相
」
は
意
味
が
分
か
り
に
く
い
が
、
こ
の
中
に
「
事
」
に
相
当
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
推
測
す
る
上
で

参
考
に
な
る
の
が
、
無
自
性
相
品
の
次
の
一
節
で
あ
る
。

若
即
分
別
所
行
遍
計
所
執
相
所
依
行
相
、
是
名
依
他
起
相）

12
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若
し
く
は
即
ち
分
別
所
行
の
遍
計
所
執
相
の
所
依
の
行
の
相
を
、
是
れ
依
他
起
相
と
名
づ
く
。

　

こ
こ
で
は
、「
分
別
所
起
の
行
の
相
」が
三
性
説
の
用
語
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。両
者
を
対
照
す
る
と
、「
分
別
所
起
」と
は「
分
別
所
行
の
遍
計
所
執
相
」

を
意
味
し
、そ
の
よ
り
所
と
な
る
の
が「
行
の
相
」で
あ
り
、そ
れ
は「
依
他
起
相
」で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、先
の
引
用
文
で「
行
」

（saṃ
skāra

現
象
的
存
在
）
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
事
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
三
性
説
に
お
け
る
「
依
他
起
」（paratantra 

他
に
依
存
す
る
）
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る）
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こ
の
よ
う
に
、離
言
無
二
相
で
は
、「
勝
義
諦
」
と
「
一
切
法
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
ら
は
「
勝
義
諦
」
と
「
世
俗
諦
」
の
二
諦
で
は
な
く
、

「〔
円
〕
成
実
」
と
「
遍
計
所
執
」
の
二
つ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
両
者
の
間
に
あ
る
「
事
」
＝
「
依
他
起
」
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、こ
こ
で
は
三
性
説
に
よ
る
解
釈
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、言
葉
は
自
ら
覚
る
た
め
に
は
離
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

他
者
を
覚
ら
せ
る
た
め
に
は
仮
に
立
て
ら
れ
る
と
い
う
説
明
か
ら
は
、
こ
の
三
性
説
に
よ
る
解
釈
が
修
行
と
教
化
の
実
践
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
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三
　
超
過
尋
思
所
行
相

　

超
過
尋
思
所
行
相
で
は
、
勝
義
諦
は
あ
ら
ゆ
る
思
考
の
対
象
を
超
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。

　

先
ず
、
東
方
の
具
大
名
称
世
界
か
ら
来
た
法
涌
菩
薩
が
、
世
尊
に
対
し
、
か
つ
て
外
道
た
ち
が
諸
法
の
勝
義
諦
の
相
に
つ
い
て
思
考
し
た
も
の
の
、

つ
い
に
そ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
者
の
理
解
を
除
こ
う
と
諍
論
を
起
こ
し
た
の
を
見
て
、
如
来
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
思
考
の
対
象
を
超
え
た
勝

義
諦
の
相
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
、
と
述
べ
る
。
世
尊
は
、
法
涌
菩
薩
に
対
し
、
そ
れ
を
是
認
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

我
於
超
過
一
切
尋
思
勝
義
諦
相
、
現
等
正
覚
、
現
等
覚
已
、
為
他
宣
説
、
顕
現
、
開
解
、
施
設
、
照
了
。
何
以
故
。
①
我
説
勝
義
、
是
諸
聖
者

内
自
所
証
。
尋
思
所
行
、
是
諸
異
生
展
転
所
証
。
是
故
法
涌
、
由
此
道
理
当
知
、
勝
義
超
過
一
切
尋
思
境
相
。
②
復
次
法
涌
。
我
説
勝
義
無
相

所
行
。
尋
思
但
行
有
相
境
界
。
是
故
法
涌
、
由
此
道
理
当
知
、
勝
義
超
過
一
切
尋
思
境
相
。
③
復
次
法
涌
。
我
説
勝
義
不
可
言
説
。
尋
思
但
行

言
説
境
界
。
是
故
法
涌
、
由
此
道
理
当
知
、
勝
義
超
過
一
切
尋
思
境
相
。
④
復
次
法
涌
。
我
説
勝
義
絶
諸
表
示
。
尋
思
但
行
表
示
境
界
。
是
故

法
涌
、由
此
道
理
当
知
、勝
義
超
過
一
切
尋
思
境
相
。
⑤
復
次
法
涌
。
我
説
勝
義
絶
諸
諍
論
。
尋
思
但
行
諍
論
境
界
。
是
故
法
涌
、由
此
道
理
当
知
、

勝
義
超
過
一
切
尋
思
境
相）
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我
れ
一
切
の
尋
思
を
超
過
す
る
勝
義
諦
の
相
に
於
て
、現
に
等
正
覚
し
、現
に
等
覚
し
已
り
て
、他
の
為
に
宣
説
し
、顕
現
し
、開
解
し
、施
設
し
、

照
了
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
①
我
れ
の
説
く
勝
義
は
、
是
れ
諸
も
ろ
の
聖
者
の
内
自
の
所
証
な
り
。
尋
思
の
所
行
は
、
是
れ
諸
も
ろ
の
異
生

の
展
転
の
所
証
な
り
。
是
の
故
に
法
涌
よ
、
此
の
道
理
に
由
り
て
当
に
知
る
べ
し
、
勝
義
は
一
切
の
尋
思
の
境
相
を
超
過
す
と
。
②
復
た
次
に

法
涌
よ
。
我
れ
の
説
く
勝
義
は
無
相
の
所
行
な
り
。
尋
思
は
但
だ
有
相
の
境
界
を
行
ず
る
の
み
。
是
の
故
に
法
涌
よ
、
此
の
道
理
に
由
り
て
当

に
知
る
べ
し
、
勝
義
は
一
切
の
尋
思
の
境
相
を
超
過
す
と
。
③
復
た
次
に
法
涌
よ
。
我
れ
の
説
く
勝
義
は
言
説
す
べ
か
ら
ず
。
尋
思
は
但
だ
言

説
の
境
界
を
行
ず
る
の
み
。
是
の
故
に
法
涌
よ
、
此
の
道
理
に
由
り
て
当
に
知
る
べ
し
、
勝
義
は
一
切
の
尋
思
の
境
相
を
超
過
す
と
。
④
復
た

次
に
法
涌
よ
。
我
れ
の
説
く
勝
義
は
諸
も
ろ
の
表
示
を
絶
す
。
尋
思
は
但
だ
表
示
の
境
界
を
行
ず
る
の
み
。
是
の
故
に
法
涌
よ
、
此
の
道
理
に

由
り
て
当
に
知
る
べ
し
、
勝
義
は
一
切
の
尋
思
の
境
相
を
超
過
す
と
。
⑤
復
た
次
に
法
涌
よ
。
我
れ
の
説
く
勝
義
は
諸
も
ろ
の
諍
論
を
絶
す
。

尋
思
は
但
だ
諍
論
の
境
界
を
行
ず
る
の
み
。
是
の
故
に
法
涌
よ
、
此
の
道
理
に
由
り
て
当
に
知
る
べ
し
、
勝
義
は
一
切
の
尋
思
の
境
相
を
超
過
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す
と
。

　

す
な
わ
ち
、
世
尊
は
あ
ら
ゆ
る
思
考
の
対
象
を
超
え
た
勝
義
諦
の
相
に
つ
い
て
覚
り
、
そ
れ
を
他
者
に
宣
説
す
る
。
世
尊
の
説
く
勝
義
は
、
①
聖

者
が
自
ら
直
接
内
的
に
証
す
る
も
の
（pratyā tm

a-vedya 

自
内
所
証
）
で
あ
り
、
②
無
相
で
あ
り
、
③
言
説
で
き
ず
、
④
表
現
を
絶
し
て
お
り
、
⑤

論
争
を
絶
し
て
い
る
。
一
方
、
思
考
の
対
象
は
、
①
異
生
が
漸
次
に
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
②
有
相
で
あ
り
、
③
言
説
さ
れ
、
④
表
現
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、⑤
論
争
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、勝
義
諦
は
あ
ら
ゆ
る
思
考
の
対
象
を
超
え
て
い
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
、と
い
う
。

こ
れ
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
〔
勝
義
諦
相
〕　　
　
　
〔
尋
思
境
相
〕

　
　
　

聖
者
内
自
所
証　
　
　

異
生
展
転
所
証

　
　
　

無
相　
　
　
　
　
　
　

有
相

　
　
　

不
可
言
説　
　
　
　
　

言
説

　
　
　

絶
諸
表
示　
　
　
　
　

表
示

　
　
　

絶
諸
諍
論　
　
　
　
　

諍
論

　

こ
こ
で
は
、「
勝
義
諦
相
」
と
「
尋
思
境
相
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
二
諦
説
に
お
け
る
「
勝
義
諦
」
と
「
世
俗
諦
」
の

諸
相
が
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、前
の
離
言
無
二
相
の
議
論
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、こ
こ
で
も
三
性
説
に
お
け
る「
円

成
実
」
と
「
遍
計
所
執
」
の
諸
相
が
説
か
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
、
離
言
無
二
相
の
「
事
」
の
よ
う
に
、「
依
他
起
」
に
つ
い
て
は
直
接
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
世
尊

は
思
考
の
対
象
を
離
れ
る
こ
と
で
勝
義
諦
を
覚
り
な
が
ら
、そ
れ
を
他
者
に
宣
説
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、無
相
で
あ
り
、言
説
で
き
ず
、

表
現
を
絶
し
た
勝
義
諦
を
、
あ
え
て
有
相
で
あ
り
、
言
説
さ
れ
、
表
現
さ
れ
た
も
の
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
現
さ
れ
た
も
の
は
、
異
生

の
思
考
の
対
象
と
な
り
、
諍
論
を
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
こ
に
、
修
行
と
教
化
の
実
践
に
お
い
て
は
、「
勝
義
諦
相
」
と
「
尋
思
境
相
」

の
二
項
対
立
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
困
難
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
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四
　
超
過
諸
法
一
異
相

　

超
過
諸
法
一
異
相
で
は
、
勝
義
諦
は
諸
法
と
同
一
で
も
な
く
別
異
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
を
超
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
く
。

　

先
ず
、
善
清
浄
慧
菩
薩
が
、
か
つ
て
娑
婆
世
界
で
勝
解
行
地
の
菩
薩
た
ち
が
、
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
が
同
一
で
あ
る
か
別
異
で
あ
る
か
を

議
論
し
て
、
二
つ
に
見
解
が
分
か
れ
、
真
偽
を
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
見
た
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
、
世
尊
は
、
そ
の
よ
う
に
諸
行
を
考
え
る

の
は
勝
義
諦
を
覚
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
言
い
、
諸
行
と
勝
義
諦
と
が
同
一
な
い
し
別
異
で
あ
る
こ
と
の
問
題
点
を
三
つ
に
わ
た
っ
て
説
い
て

い
る
。

１　

異
生
・
聖
者

　

第
一
の
問
題
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

善
清
浄
慧
。
若
「
勝
義
諦
相
与
諸
行
相
都
無
異
」
者
、
応
於
今
時
一
切
異
生
皆
已
見
諦
、
又
諸
異
生
皆
応
已
得
無
上
方
便
安
隠
涅
槃
、
或
応
已

証
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
若
「
勝
義
諦
相
与
諸
行
相
一
向
異
」
者
、
已
見
諦
者
、
於
諸
行
相
応
不
除
遣
。
若
不
除
遣
諸
行
相
者
、
応
於
相
縛

不
得
解
脱
。
此
見
諦
者
、
於
諸
相
縛
不
解
脱
故
、
於
麁
重
縛
亦
応
不
脱
。
由
於
二
縛
不
解
脱
故
、
已
見
諦
者
、
応
不
能
得
無
上
方
便
安
隠
涅
槃
、

或
不
応
証
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提）
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善
清
浄
慧
よ
。
若
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
都
て
異
無
し
」
と
い
は
ば
、
応
に
今
時
に
於
て
一
切
の
異
生
は
皆
な
已
に
見
諦
す
べ
く
、

又
た
諸
も
ろ
の
異
生
は
皆
な
応
に
已
に
無
上
方
便
安
隠
涅
槃
を
得
べ
く
、
或
は
応
に
已
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
証
す
べ
し
。
若
し
「
勝
義

諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
一
向
に
異
す
」
と
い
は
ば
、
已
に
見
諦
す
る
者
は
、
諸
行
の
相
に
於
て
応
に
除
遣
せ
ざ
る
べ
し
。
若
し
諸
行
の
相
を

除
遣
せ
ざ
れ
ば
、
応
に
相
縛
に
於
て
解
脱
す
る
を
得
ず
。
此
の
見
諦
の
者
は
、
諸
も
ろ
の
相
縛
に
於
て
解
脱
せ
ざ
る
が
故
に
、
麁
重
縛
に
於
て

も
亦
た
応
に
脱
せ
ざ
る
べ
し
。
二
縛
に
於
て
解
脱
せ
ざ
る
に
由
る
が
故
に
、
已
に
見
諦
す
る
者
は
、
応
に
無
上
方
便
安
隠
涅
槃
を
得
る
こ
と
能

は
ず
、
或
は
応
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
証
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
も
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
同
一
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
異
生
は
み
な
見
諦
し
、
涅
槃
を
得
、
覚
り
を
証
し
て
い
る
こ
と
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に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
も
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
別
異
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
勝
義
諦
を
見
た
者
は
、
初
地
で
見
諦
し
た
後
、
諸
行

の
相
を
除
き
、
相
縛
（nim

itta-bandhana 

境
相
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
）・
麁
重
縛
（dauṣṭhulya-bandhana  

阿
頼
耶
識
が
煩
悩
障
・
所
知
障
の
種
子
に

束
縛
さ
れ
る
こ
と
）
を
脱
し
、
涅
槃
を
得
、
覚
り
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
。

　

こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
修
行
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
も
し
勝
義
諦
と
諸
行
と
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
異
生
は
何
の
修
行
も
せ
ず
に
覚
り

を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
も
し
勝
義
諦
と
諸
行
と
が
別
異
で
あ
れ
ば
、
見
諦
以
後
（
初
地
以
後
）
の
修
行
が
で
き
な
く
な
り
覚
り

が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
異
生
は
修
行
を
し
な
い
の
で
覚
り
を
得
る
こ
と
は
な
く
、
聖
者
は
諸
行
を
観
察
す
る
こ
と
で
覚
り
を
得
る
。
し
た
が
っ
て
、

勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
が
同
一
で
あ
る
、
ま
た
は
別
異
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
も
修
行
の
現
実
か
ら
考
え
て
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
異
生
と
聖
者
と
は
修
行
の
有
無
で
区
別
が
あ
る
が
、
聖
者
の
修
行
に
は
諸
行
の
観
察
が
必
要
で
あ
る
。
前
者
は
修
行
の
必
要
性
を
説
く

も
の
で
あ
り
、
後
者
は
修
行
の
実
践
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

２　

雑
染
・
清
浄
と
自
相
・
共
相

　

第
二
の
問
題
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

復
次
善
清
浄
慧
。
若
「
勝
義
諦
相
与
諸
行
相
都
無
異
」
者
、
如
諸
行
相
堕
雑
染
相
、
此
勝
義
諦
相
亦
応
如
是
堕
雑
染
相
。
善
清
浄
慧
。
若
「
勝

義
諦
相
与
諸
行
相
一
向
異
」
者
、
応
非
一
切
行
相
共
相
、
名
勝
義
諦
相）
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復
た
次
に
善
清
浄
慧
よ
。
若
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
都
て
異
無
し
」
と
い
は
ば
、
諸
行
の
相
の
雑
染
の
相
に
堕
す
る
が
如
く
、
此

の
勝
義
諦
の
相
も
亦
た
応
に
是
の
如
く
雑
染
の
相
に
堕
す
べ
し
。
善
清
浄
慧
よ
。
若
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
一
向
に
異
す
」
と
い

は
ば
、
応
に
一
切
行
の
相
の
共ぐ
う
そ
う相
を
、
勝
義
諦
の
相
と
名
づ
く
る
に
非
ざ
る
べ
し
。

　

す
な
わ
ち
、
も
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
同
一
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
諸
行
が
雑
染
に
陥
る
よ
う
に
、
勝
義
諦
も
ま
た
雑
染
に
陥
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
も
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
別
異
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
諸
行
の
共
相
（sm

ānya-lakṣaṇa 

す
べ
て

の
事
象
に
共
通
す
る
相
）
を
、
勝
義
諦
の
相
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
。

　

こ
こ
で
は
、
雑
染
・
清
浄
と
自
相
・
共
相
と
い
う
観
点
か
ら
、
勝
義
諦
と
諸
行
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
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と
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
勝
義
諦
が
雑
染
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
諸
行
に
は
自
相
と
共
相
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
五
蘊
に
は
そ
れ
ぞ
れ

他
と
区
別
さ
れ
る
自
相
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
無
常
で
あ
る
な
ど
他
と
共
通
す
る
共
相
も
あ
る
。
こ
の
共
相
は
諸
行
の
相
で
あ
り
な
が
ら
勝
義
諦
の

相
で
も
あ
る
。
も
し
勝
義
諦
と
諸
行
と
が
別
異
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
諸
行
の
共
相
は
勝
義
諦
の
相
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
勝
義
諦
の
相
は
雑
染
の
相
に
陥
る
こ
と
は
な
く
、
諸
行
の
共
相
は
勝
義
諦
の
相
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
が
同
一
で
あ
る
、
ま
た
は
別
異
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ず
れ
も
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勝
義
諦
と
諸
行

と
は
清
浄
・
雑
染
の
区
別
が
あ
り
な
が
ら
、
諸
行
と
勝
義
諦
に
は
共
相
と
い
う
共
通
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
前
者
は
修
行
の
意
義
を
説
く
も
の

で
あ
り
、
後
者
は
修
行
の
内
容
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

３　

差
別
・
平
等
と
自
性
・
無
自
性

　

第
三
の
問
題
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

復
次
善
清
浄
慧
。
若
勝
義
諦
相
与
諸
行
相
都
無
異
者
、
如
勝
義
諦
相
於
諸
行
相
無
有
差
別
、
一
切
行
相
亦
応
如
是
無
有
差
別
。
修
観
行
者
、
於

諸
行
中
、
如
其
所
見
、
如
其
所
聞
、
如
其
所
覚
、
如
其
所
知
、
不
応
後
時
更
求
勝
義
。
若
勝
義
諦
相
与
諸
行
相
一
向
異
者
、
応
非
諸
行
唯
無
我

性
唯
無
自
性
之
所
顕
現
是
勝
義
相
。
又
応
倶
時
別
相
成
立
。
謂
雑
染
相
及
清
浄
相）
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復
た
次
に
善
清
浄
慧
よ
。
若
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
都
て
異
無
し
」
と
い
は
ば
、
勝
義
諦
の
相
の
諸
行
の
相
に
於
て
差
別
有
る
こ

と
無
き
が
如
く
、
一
切
行
の
相
も
亦
た
応
に
是
の
如
く
差
別
有
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
観
行
を
修
す
る
者
は
、
諸
行
の
中
に
於
て
、
其
の
所
見

の
如
く
、
其
の
所
聞
の
如
く
、
其
の
所
覚
の
如
く
、
其
の
所
知
の
如
く
、
応
に
後
時
に
更
に
勝
義
を
求
む
べ
か
ら
ず
。
若
し
「
勝
義
諦
の
相
と

諸
行
の
相
と
は
一
向
に
異
す
」
と
い
は
ば
、
応
に
諸
行
の
唯
無
我
性
・
唯
無
自
性
の
顕
現
す
る
所
は
是
れ
勝
義
の
相
な
る
に
非
ざ
る
べ
し
。
又

た
応
に
倶
時
に
別
相
成
立
す
べ
し
。
謂
く
雑
染
の
相
と
及
び
清
浄
の
相
と
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
も
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
同
一
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
勝
義
諦
の
相
が
諸
行
の
相
に
お
い
て
差
別
が
な
い
よ
う
に
、
あ

ら
ゆ
る
諸
行
の
相
も
差
別
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
観
行
を
修
す
る
者
は
、
諸
行
を
観
察
す
る
だ
け
で
、
勝
義
諦
を
求
め
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
も
し
「
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
は
別
異
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
諸
行
の
無
我
や
無
自
性
が
あ
ら
わ
れ
る

場
所
は
勝
義
の
相
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
同
時
に
雑
染
の
相
と
清
浄
の
相
と
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
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こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
問
題
点
が
ま
と
め
て
示
さ
れ
て
い
る
。
も
し
勝
義
諦
と
諸
行
と
が
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
勝
義
諦
の
よ
う
に
諸
行
に

は
差
別
が
な
く
な
り
、
諸
行
を
観
察
す
る
だ
け
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
修
行
の
意
味
が
失
わ
れ
、
安
易
な
現
実
肯
定
に
陥

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
も
し
勝
義
諦
と
諸
行
と
が
別
異
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
諸
行
の
共
相
は
勝
義
諦
と
無
関
係
に
な
り
、
雑
染
と
清
浄

と
が
無
関
係
に
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
諸
行
に
は
差
別
が
あ
り
、
そ
れ
を
観
察
し
て
平
等
な
勝
義
諦
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
行
の
共
相
が
顕
わ
れ
る
の

が
勝
義
諦
で
あ
り
、
雑
染
と
清
浄
と
が
無
関
係
に
成
立
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
勝
義
諦
の
相
と
諸
行
の
相
と
が
同
一
で
あ
る
、

ま
た
は
別
異
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
も
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勝
義
諦
と
諸
行
と
は
平
等
・
差
別
の
違
い
が
あ
り
な
が
ら
、

勝
義
諦
は
諸
行
の
共
相
の
顕
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
両
者
は
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
も
、
前
者
は
観
行
の
意
義
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
後

者
は
修
行
の
実
践
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
通
じ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
勝
義
諦
と
諸
行
と
の
二
項
対
立
の
み
で
は
、
両
者
の
架
橋
と
な
る
修
行
が
成
立
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

４　

喩
説

　

最
後
に
、
世
尊
は
、
勝
義
諦
は
諸
法
と
同
一
で
も
な
く
別
異
で
も
な
い
こ
と
を
、
種
々
の
譬
喩
を
も
っ
て
説
く
。

善
清
浄
慧
。
如
螺
貝
上
鮮
白
色
性
、
不
易
施
設
与
彼
螺
貝
一
相
異
相
、
如
螺
貝
上
鮮
白
色
性
、
金
上
黄
色
亦
復
如
是
。
…
中
略
…
又
如
一
切
行

上
無
常
性
、
一
切
有
漏
法
上
苦
性
、
一
切
法
上
補
特
伽
羅
無
我
性
…
中
略
…
如
是
善
清
浄
慧
。
勝
義
諦
相
、
不
可
施
設
与
諸
行
相
一
相
異
相
。

善
清
浄
慧
。
我
於
如
是
微
細
極
微
細
、
甚
深
極
甚
深
、
難
通
達
極
難
通
達
、
超
過
諸
法
一
異
性
相
勝
義
諦
相
、
現
正
等
覚
、
現
等
覚
已
、
為
他

宣
説
、
顕
示
、
開
解
、
施
設
、
照
了）

18
（

。

善
清
浄
慧
よ
。
螺
貝
の
上
の
鮮
白
色
性
の
、
彼
の
螺
貝
と
一
相
異
相
を
施
設
す
る
こ
と
易
か
ら
ざ
る
が
如
く
、
螺
貝
の
上
の
鮮
白
色
性
の
如
く
、

金
の
上
の
黄
色
も
亦ま復
た
是
の
如
し
。
…
中
略
…
又
た
一
切
行
の
上
の
無
常
性
、
一
切
有
漏
法
の
上
の
苦
性
、
一
切
法
の
上
の
補ほ

特ど

伽が

羅ら

無
我

性
の
、
彼
の
行
等
と
一
相
異
相
を
施
設
す
る
こ
と
易
か
ら
ざ
る
が
如
く
、
…
中
略
…
是
の
如
く
善
清
浄
慧
よ
。
勝
義
諦
の
相
は
、
諸
行
の
相
と

一
相
異
相
を
施
設
す
べ
か
ら
ず
。
善
清
浄
慧
よ
。
我
れ
是
の
如
き
微
細
の
極
め
て
微
細
な
る
、
甚
深
の
極
め
て
甚
深
な
る
、
通
達
し
難
き
の
極
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め
て
通
達
し
難
き
、諸
法
一
異
の
性
相
に
超
過
す
る
勝
義
諦
の
相
に
於
て
、現
に
正
等
覚
し
、現
に
等
覚
し
已
り
て
、他
の
為
に
宣
説
し
、顕
示
し
、

開
解
し
、
施
設
し
、
照
了
す
。

　

す
な
わ
ち
、
シ
ャ
ン
ク
貝
（śaṅkha

巻
き
貝
の
一
種
）
に
お
け
る
鮮
白
色
が
、
そ
の
シ
ャ
ン
ク
貝
と
同
一
で
あ
る
か
別
異
で
あ
る
か
を
説
く
こ
と

が
難
し
い
よ
う
に
、
な
い
し
諸
行
に
お
け
る
無
常
性
な
ど
が
、
そ
の
諸
行
な
ど
と
同
一
で
あ
る
か
別
異
で
あ
る
か
を
説
く
こ
と
が
難
し
い
よ
う
に
、

勝
義
諦
が
諸
行
と
同
一
で
あ
る
か
別
異
で
あ
る
か
を
説
く
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
諸
法
の
相
と
同
一
で
あ
る
か
別
異
で
あ
る
か
を
超
え
た
勝

義
諦
の
相
を
、
世
尊
は
覚
り
、
そ
れ
を
他
者
に
宣
説
す
る
の
だ
、
と
い
う
。

　

こ
こ
で
は
、
シ
ャ
ン
ク
貝
に
お
け
る
鮮
白
色
な
ど
の
譬
喩
と
、
諸
行
に
お
け
る
無
常
性
な
ど
の
事
例
が
あ
げ
ら
れ
、
勝
義
諦
と
諸
行
と
が
同
一
な

い
し
別
異
で
あ
る
と
説
く
の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
尊
は
そ
の
よ
う
な
二
項
対
立
を
超
え
た
勝
義
諦
の

相
を
覚
り
、
そ
れ
を
他
者
に
宣
説
す
る
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
教
化
の
た
め
の
説
法
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、
諸
行
と
勝
義
諦
と
の
二
項
対
立
を
超
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
超
過
諸
法
一
異
相
で
は
、「
勝
義
諦
相
」
と
「
諸
行
相
」
の
二
項
対
立
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
の
二
項
対
立
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
修
行
や
説
法
が
成
立
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
議
論
の
趣
旨
で
あ
る
。

五
　
遍
一
切
一
味
相

　

遍
一
切
一
味
相
で
は
、
勝
義
諦
の
相
は
遍
く
一
切
に
お
よ
ぶ
一
味
の
相
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。
一
切
と
は
諸
行
の
こ
と
で
あ
り
、

一
味
と
は
平
等
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
勝
義
諦
の
相
は
諸
行
に
平
等
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１　

有
所
得
現
観

　

先
ず
、世
尊
の
問
い
を
受
け
て
、長
老
善
現
（Subū ti 

須
菩
提
）
が
、多
く
の
有
情
が
増
上
慢
を
抱
き
、誤
っ
た
見
解
を
述
べ
て
い
る
と
言
う
。
ま
た
、

比
丘
た
ち
は
「
有
所
得
の
現
観
」
に
よ
っ
て
諸
法
を
説
い
て
お
り
、勝
義
諦
の
遍
く
一
切
に
お
よ
ぶ
一
味
の
相
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い
と
言
う
。

有
所
得
（upalabdhi. upalam

bha

）
と
は
、
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
執
着
す
る
こ
と
。
現
観
（abhisam

aya

）
と
は
、
真
理
を
現
前
に
観
察
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す
る
こ
と
で
あ
る
。
善
現
に
よ
れ
ば
、比
丘
た
ち
は
「
有
所
得
の
現
観
」
に
よ
っ
て
、六
門
境
界
や
七
科
道
品
を
得
よ
う
と
す
る
と
い
う）
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そ
れ
ら
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
六
門
境
界
〕

①
五
蘊
（
色
蘊
・
受
蘊
・
想
蘊
・
行
蘊
・
識
蘊
）

②
十
二
処
（
六
根
・
六
境
）

③
十
二
縁
起
（
老
死
・
生
・
有
・
取
・
愛
・
受
・
触
・
六
入
・
名
色
・
識
・
行
・
無
明
）

④
四
食
（
段
食
・
触
食
・
意
思
食
・
識
食
）

⑤
四
諦
（
苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦
）

⑥
十
八
界
（
六
根
・
六
境
・
六
識
）

〔
七
科
道
品
〕

①
四
念
住
（
身
念
住
・
受
念
住
・
心
念
住
・
法
念
住
）

②
四
正
断
（
断
断
・
律
儀
断
・
随
護
断
・
修
断
）

③
四
神
足
（
欲
神
足
・
勤
神
足
・
心
神
足
・
観
神
足
）

④
五
根
（
信
根
・
精
進
根
・
念
根
・
定
根
・
慧
根
）

⑤
五
力
（
信
力
・
精
進
力
・
念
力
・
定
力
・
慧
力
）

⑥
七
等
覚
支
（
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
喜
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
捨
覚
支
・
定
覚
支
・
念
覚
支
）

⑦
八
正
道
支
（
正
見
・
正
思
惟
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
精
進
・
正
念
・
正
定
）。

　

六
門
境
界
は
、
五
蘊
・
十
二
処
・
十
八
界
な
ど
、
観
行
を
修
す
る
者
が
観
察
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
七
科
道
品
は
、
三
十
七
道
品
（
三
十
七

菩
提
分
法
、
三
十
七
覚
支
）
と
も
い
い
、
智
慧
を
得
る
た
め
の
七
科
三
十
七
種
の
修
行
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
経
典
に
説
か
れ
る
観
察
対
象
と

修
行
方
法
を
、
部
派
仏
教
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
部
派
仏
教
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
々
を
言
葉
に
し
た
が
っ
て
分
析
的
に
観
察
し
、

修
行
す
る
。
本
文
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
五
蘊
の
一
々
に
つ
い
て
、
自
相
・
生
起
・
滅
尽
・
滅
諦
・
道
諦
（
作
証
）
を
観
察
す
る
。
ま
た
、
四
念
住
の
一
々

に
つ
い
て
、
自
相
・
能
治
・
所
治
・
修
習
・
未
生
令
生
・
生
已
堅
住
不
忘
倍
修
増
広
を
修
行
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
善
現
は
、
彼
ら
は
勝
義
諦
の
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遍
く
一
切
に
お
よ
ぶ
一
味
の
相
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い
と
言
う）
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こ
こ
に
は
、
部
派
仏
教
に
お
け
る
観
察
や
修
行
で
は
、
諸
行
の
相
を
「
有

所
得
」
で
捉
え
て
い
る
た
め
、
勝
義
諦
の
相
を
理
解
で
き
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

２　

真
如
・
無
我
性
・
法
性
・
法
界

　

次
に
、
世
尊
は
、
勝
義
諦
の
遍
く
一
切
に
お
よ
ぶ
一
味
の
相
に
つ
い
て
三
点
に
わ
た
っ
て
説
く
。

　

第
一
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

善
現
。
我
已
顕
示
於
一
切
蘊
中
、
清
浄
所
縁
是
勝
義
諦
。
我
已
顕
示
於
一
切
処
、
縁
起
、
食
、
諦
、
界
、
念
住
、
正
断
、
神
足
、
根
力
、
覚
支
、

道
支
中
、
清
浄
所
縁
是
勝
義
諦
。
此
清
浄
所
縁
、
於
一
切
蘊
中
、
是
一
味
相
、
無
別
異
相
。
如
於
蘊
中
、
如
是
於
一
切
処
中
、
乃
至
一
切
道
支
中
、

是
一
味
相
、
無
別
異
相）
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善
現
よ
。
我
れ
已
に
一
切
の
蘊
の
中
に
於
て
、
清
浄
の
所
縁
は
是
れ
勝
義
諦
な
り
と
顕
示
し
、
我
れ
已
に
一
切
の
処
、
縁
起
、
食
、
諦
、
界
、
念
住
、

正
断
、
神
足
、
根
、
力
、
覚
支
、
道
支
の
中
に
於
て
、
清
浄
の
所
縁
は
是
れ
勝
義
諦
な
り
と
顕
示
す
れ
ば
な
り
。
此
の
清
浄
の
所
縁
は
、
一
切

の
蘊
の
中
に
於
て
、
是
れ
一
味
の
相
に
し
て
、
別
異
の
相
無
し
。
蘊
の
中
に
於
け
る
が
如
く
、
是
の
如
く
一
切
の
処
の
中
、
乃
至
一
切
の
道
支

の
中
に
於
け
る
も
、
是
れ
一
味
の
相
に
し
て
、
別
異
の
相
無
し
。

　

す
な
わ
ち
、
五
蘊
の
「
清
浄
所
縁
」
は
勝
義
諦
で
あ
り
、
一
蘊
の
「
清
浄
所
縁
」
は
五
蘊
の
す
べ
て
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
。
十
二
処
・
十
八
界

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
所
縁
（
観
察
対
象
）
に
は
雑
染
と
清
浄
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
言
葉
に
よ
っ
て

分
析
的
に
観
察
さ
れ
る
も
の
が
雑
染
の
所
縁
で
あ
り
、
言
葉
を
離
れ
て
直
観
的
に
観
察
さ
れ
る
も
の
が
清
浄
の
所
縁
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
五
蘊
は
清

浄
の
所
縁
と
し
て
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
雑
染
の
所
縁
と
し
て
は
差
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
行
と
勝
義
諦
と
の
関
係
は
、観
察
・

修
行
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
主
張
で
あ
る
。

　

第
二
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

復
次
善
現
。
修
観
行
苾
芻
、
通
達
一
蘊
真
如
勝
義
法
無
我
性
已
、
更
不
尋
求
各
別
余
蘊
、
諸
処
、
縁
起
、
食
、
諦
、
界
、
念
住
、
正
断
、
神
足
、

根
力
、
覚
支
、
道
支
、
真
如
勝
義
法
無
我
性
、
唯
即
随
此
真
如
勝
義
、
無
二
智
為
依
止
故
、
於
遍
一
切
一
味
相
勝
義
諦
、
審
察
趣
証）
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復
た
次
に
善
現
よ
。観
行
を
修
す
る
苾び
っ
し
ゅ芻
は
、一
蘊
の
真
如
勝
義
法
無
我
性
に
通
達
し
已
れ
ば
、更
に
各
別
の
余
の
蘊
と
、諸
も
ろ
の
処
、縁
起
、食
、
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諦
、界
、念
住
、正
断
、神
足
、根
、力
、覚
支
、道
支
と
の
、真
如
勝
義
法
無
我
性
を
尋
求
せ
ざ
る
も
、唯
だ
即
ち
此
の
〔
一
蘊
の
〕
真
如
勝
義
〔
法

無
我
性
〕
に
随
ひ
て
、
無
二
の
智
を
依
止
と
す
る
が
故
に
、
遍
一
切
一
味
の
相
の
勝
義
諦
に
於
て
、
審
察
し
趣
証
す
。

　

す
な
わ
ち
、
観
行
を
修
す
る
比
丘
は
、
一
蘊
の
「
真
如
勝
義
法
無
我
性
」
に
通
達
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
四
蘊
や
、
十
二
処
・
十
八
界
な
ど
の
「
真

如
勝
義
法
無
我
性
」
に
も
通
じ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
勝
義
諦
が
「
真
如
」
や
「
法
無
我
性
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
一
蘊
の
勝
義
諦
を
覚

る
な
ら
ば
、あ
ら
ゆ
る
諸
行
（
諸
法
）
の
勝
義
諦
を
覚
る
こ
と
に
な
る
。
勝
義
諦
は
あ
ら
ゆ
る
諸
行
に
平
等
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
の
が
、

そ
の
理
由
で
あ
る
。

　

第
三
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

善
現
。
由
此
真
如
勝
義
法
無
我
性
、不
名
有
因
、非
因
所
生
、亦
非
有
為
、是
勝
義
諦
。
得
此
勝
義
、更
不
尋
求
余
勝
義
諦
。
唯
有
常
常
時
、恒
恒
時
、

如
來
出
世
、
若
不
出
世
、
諸
法
法
性
安
立
、
法
界
安
住
。
是
故
善
現
。
由
此
道
理
当
知
、
勝
義
諦
是
遍
一
切
一
味
相）
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善
現
よ
。
此
れ
に
由
り
て
真
如
勝
義
法
無
我
性
は
、
因
有
り
と
名
づ
け
ず
、
因
の
生
ず
る
所
に
非
ず
、
亦
た
有
為
に
非
ず
、
是
れ
勝
義
諦
な
り
。

此
の
勝
義
を
得
れ
ば
、
更
に
余
の
勝
義
諦
を
尋
求
せ
ず
。
唯
だ
常
常
の
時
、
恒
恒
の
時
、
如
来
の
出
世
に
も
、
若
し
く
は
不
出
世
に
も
、
諸
法

の
法
性
安
立
し
、
法
界
安
住
す
る
こ
と
有
り
。
是
の
故
に
善
現
よ
。
此
の
道
理
に
由
り
て
当
に
知
る
べ
し
、
勝
義
諦
は
是
れ
遍
一
切
一
味
の
相

な
り
と
。

　

す
な
わ
ち
、
五
蘊
な
ど
の
諸
行
は
無
常
で
あ
る
が
、「
真
如
勝
義
法
無
我
性
」
は
因
が
な
く
、
因
縁
所
生
の
も
の
で
は
な
く
、
有
為
法
で
は
な
い
。

常
住
で
あ
り
、
如
来
の
出
世
・
不
出
世
に
か
か
わ
ら
ず
、
諸
法
の
「
法
性
」
は
確
立
し
、「
法
界
」
は
安
定
し
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
勝
義

諦
が
「
法
性
」
や
「
法
界
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
勝
義
諦
は
、『
般
若
経
』
に
基
づ
く
二
諦
説
の
そ
れ
で
は
な
く
、『
華

厳
経
』
に
説
か
れ
る
法
界
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
恒
常
不
変
の
法
界
に
お
い
て
、
同
時
同
所
に
諸
法
が
生
・
滅
す
る
と
い
う
の
が
、

こ
こ
で
の
議
論
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

こ
の
一
連
の
議
論
で
は
、
す
べ
て
の
諸
法
に
平
等
に
ゆ
き
わ
た
る
勝
義
諦
が
説
か
れ
、
勝
義
諦
は
真
如
・
無
我
性
・
法
性
・
法
界
に
言
い
換
え
ら
れ
、

諸
法
は
そ
の
上
で
生
・
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
前
項
か
ら
の
繋
が
り
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
に
二
項
対
立
を
超
え
る
手
が
か
り
が
示
さ
れ
て
い
る
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
諸
法
と
勝
義
諦
は
、
同
一
で
も
な
く
、
別
異
で
も
な
く
、
同
時
同
所
に
共
存
し
て
い
る
。
勝
義
諦
の
上
に
諸
法

が
あ
り
、
雑
染
の
所
縁
を
除
け
ば
、
清
浄
の
所
縁
が
現
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
あ
り
か
た
が
、
修
行
や
説
法
の
実
践
で
は
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
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が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
り
か
た
が
雑
染
と
清
浄
と
の
二
分
を
も
つ
「
依
他
起
性
」
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。

六
　
結
語

　

以
上
、『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品
の
三
性
説
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
に
よ
う
で
あ
る
。

　

離
言
無
二
相
で
は
、「
勝
義
諦
」
と
「
一
切
法
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
「〔
円
〕
成
実
」
と
「
遍
計
所
執
」
と
に
置
き
換
え
ら
れ
、

両
者
の
間
に
あ
る
「
事
」
＝
「
依
他
起
」
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
二
諦
説
で
は
な
く
、
三
性
説
に
よ
る
解
釈
が
要
求

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
修
行
で
は
言
葉
を
離
れ
る
が
、
教
化
で
は
言
葉
を
用
い
る
と
い
う
説
明
か
ら
は
、
三
性
に
よ
る
解
釈
が
修
行
と
教

化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

超
過
尋
思
所
行
相
で
は
、「
勝
義
諦
相
」
と
「
尋
思
境
相
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
二
諦
説
で
は
な
く
、
三
性
説
の
「
円
成
実
」
と

「
遍
計
所
執
」
の
諸
相
が
説
か
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。「
依
他
起
」
に
対
す
る
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、世
尊
が
「
尋
思
境
」
を
離
れ
て
「
勝

義
諦
」
を
覚
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
他
者
に
宣
説
す
る
と
い
う
説
明
か
ら
は
、
実
践
に
お
い
て
は
二
項
対
立
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

超
過
諸
法
一
異
相
で
は
、「
勝
義
諦
相
」
と
「
諸
行
相
」
と
が
対
比
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
同
一
ま
た
は
別
異
で
あ
る
と
す
れ
ば
修
行
や
説
法
は
成
立
し

な
く
な
る
と
い
う
事
例
を
複
数
あ
げ
、
二
項
対
立
の
問
題
点
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
特
に
「
勝
義
諦
」
と
「
諸
行
」
と
の
二
項
対
立
の

み
で
は
修
行
が
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
実
践
に
お
い
て
は
二
項
対
立
を
超
え
る
あ
り
か
た
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い

る
。

　

遍
一
切
一
味
相
で
は
、
勝
義
諦
は
す
べ
て
の
諸
法
に
平
等
で
あ
る
と
し
て
、「
真
如
」「
無
我
性
」「
法
性
」「
法
界
」
に
置
き
換
え
ら
れ
、
諸
法
は

そ
の
上
で
生
・
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
諸
法
と
勝
義
諦
と
は
、
同
一
で
も
な
く
、
別
異
で
も
な
い
。
勝
義
諦
の
上
に
諸
法
が
あ
り
、
雑
染
の
所
縁

を
除
け
ば
、
清
浄
の
所
縁
が
現
れ
る
。
こ
れ
が
二
項
対
立
を
超
え
る
あ
り
か
た
で
あ
り
、
雑
染
と
清
浄
と
の
二
分
を
も
つ
「
依
他
起
」
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。



九
五

『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品
の
三
性
説
に
つ
い
て
（
吉
村
）

　

こ
の
よ
う
に
、『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品
で
は
、
従
来
の
二
諦
説
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
大
乗
仏
教
の
真
理
観
を
二
諦
か
ら
三
性
へ
移
行
す
る

こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
三
性
説
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
勝
義
諦
相
品
の
議
論
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
従
来
の
二
諦
説
で
は
修
行
や
説
法
と
い
う
実

践
的
問
題
の
説
明
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
議
論
の
中
で
「
勝
義
諦
」
と
い
う
二
諦
説
の
用
語
が
使
わ
れ
、
三

性
説
の
用
語
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
読
者
を
二
諦
説
か
ら
三
性
説
へ
誘
引
す
る
た
め
の
巧
み
な
手
段
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
勝
義
諦
相
品
の
三
性
説
は
、
中
国
唯
識
学
派
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
は
円
測
の
『
解
深
密
経
疏
』
の
三
性
説
の

解
釈
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

註（
1
） 

勝
義
諦
相
品
の
品
名
は
、玄
奘
訳『
解
深
密
経
』五
巻
に
基
づ
く
。
菩
提
流
支
訳『
深
密
解
脱
経
』五
巻
、真
諦
訳『
仏
説
解
節
経
』一
巻
、お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、

い
ず
れ
も
四
品
に
分
か
れ
て
お
り
、
玄
奘
訳
の
み
が
一
品
と
し
て
い
る
。
菩
提
流
支
訳
、
真
諦
訳
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
品
名
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
〔
菩
提
流
支
訳
〕　　
　
　
　
　
　
　
〔
真
諦
訳
〕　　
　
　
　
　
〔
チ
ベ
ッ
ト
訳
〕

　
　
　

聖
者
善
問
菩
薩
問
品
第
二　
　
　
　

不
可
言
無
二
品
第
一　
　

G
am

bhīrārtha-saṃ
dhinirm

ocana I

　
　
　

聖
者
曇
無
竭
菩
薩
問
品
第
三　
　
　

過
覚
観
境
品
第
二　
　
　

D
harm

odgata II

　
　
　

聖
者
善
清
浄
慧
菩
薩
問
品
第
四　
　

過
一
異
品
第
三　
　
　
　

 Suviśuddhi-m
ati III

　
　
　

慧
命
須
菩
提
問
品
第
五　
　
　
　
　

一
味
品
第
四　
　
　
　
　

Subhūti IV

 

　

チ
ベ
ッ
ト
訳
の
還
梵
は
、
伊
藤
秀
憲
「
和
訳
チ
ベ
ッ
ト
訳
解
深
密
経
」（
一
）（
二
）（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
六
・
七
、一
九
七
二
・
七
三
年
）、

袴
谷
憲
昭
『
唯
識
の
解
釈
学
―
『
解
深
密
経
』
を
読
む
―
』（
春
秋
社
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
2
） 

勝
義
諦
は
世
俗
諦
と
対
比
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
二
諦
説
を
構
成
す
る
。
し
か
し
、
勝
義
諦
相
品
で
は
、
勝
義
諦
が
諸
行
（
諸
法
）
と
対
比
さ
れ
、
世
俗
諦
と
い
う

用
語
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
世
俗
諦
に
相
当
す
る
も
の
を
諸
行
（
諸
法
）
と
そ
れ
が
依
拠
す
る
も
の
（
事
）
と
に
分
け
る
意

図
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
俗
諦
と
い
う
用
語
は
あ
え
て
使
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
） 

勝
義
諦
相
品
に
お
け
る
二
諦
と
三
性
の
関
係
に
言
及
し
た
も
の
に
、長
澤
実
導「
解
深
密
経
第
一
章
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』六
―
一
、一
九
五
八
年
）、

栗
原
広
海
「『
解
深
密
経
』
に
お
け
る
二
諦
と
三
性
―
註
釈
書
に
よ
る
第
一
章
の
研
究
―
」（『
真
宗
研
究
』
二
〇
、一
九
七
五
年
）、
斎
藤
明
「
二
諦
と
三
性
―
イ
ン
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六

『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品
の
三
性
説
に
つ
い
て
（
吉
村
）

ド
中
観
・
瑜
伽
行
両
学
派
の
論
争
と
そ
の
背
景
―
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
五
、二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
長
澤
氏
は
、
勝
義
諦
相
品
を
四
章
に
分
け
た
う

ち
の
第
一
章
に
つ
い
て
考
察
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。

 
 

　

 　

か
く
し
て
こ
の
一
章
は
、
先
づ
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
批
評
し
、
次
に
般
若
思
想
を
承
け
つ
ゝ
も
中
観
説
に
代
わ
る
べ
き
対
当
概
念
、
即
ち
中
観
の
非
構
造
の
論

理
に
対
し
て
、
遍
計
・
依
他
起
・
円
成
実
の
世
界
観
の
構
造
の
論
理
の
可
能
性
を
、
未
承
認
の
唯
識
用
語
を
避
け
な
が
ら
概
説
し
た
章
で
あ
る
。
解
深
密
経

形
成
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
三
性
を
説
く
一
切
法
相
品
及
び
ア
ビ
ダ
ル
マ
（
有
教
）・
中
観
・
唯
識
の
三
時
教
判
を
説
く
無
自
性
相
品
の
序
説
の
位
置
を
占
め
る

も
の
で
あ
る
。

（
4
） 

『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品
を
四
章
に
分
け
た
と
き
の
科
文
は
、
深
浦
正
文
訳
「
解
深
密
経
」（『
国
訳
一
切
経　

印
度
撰
述
部
』
経
集
部
三
、
大
東
出
版
社
、

一
九
三
三
年
）
に
従
う
。

（
5
） 

『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
八
八
ｃ
。

（
6
） 

例
え
ば
、『
大
品
般
若
経
』
大
正
八
、二
九
二
ｃ
、
三
二
五
ｃ
、
四
一
五
ｂ
参
照
。

（
7
） 

『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
八
八
ｃ
―
六
八
九
ａ
。*

「
辞
」、
大
正
は
「
辞
施
」
に
作
る
。
三
本
・
宮
本
に
よ
り
改
め
る
。

（
8
） 

『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
八
九
ａ
―
ｂ
。

（
9
） 

『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
八
九
ｂ
。

（
10
） 

『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
八
九
ｂ
―
ｃ
。

（
11
） 

「
行
相
」（ā kā ra 

認
識
作
用
）
と
読
む
の
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
（
3
）
所
引
の
長
澤
論
文
、
栗
原
論
文
参
照
。

（
12
） 

『
解
深
密
経
』
巻
二
、
大
正
一
六
、六
九
六
ｂ
。

（
13
） 

「
事
」（vastu

）
の
概
念
に
つ
い
て
は
、高
橋
晃
一
『『
菩
薩
地
』「
真
実
義
品
」
か
ら
「
摂
決
択
分
中
菩
薩
地
」
へ
の
思
想
展
開
―vastu

概
念
を
中
心
と
し
て
―
』

（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
14
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
八
九
ｃ
―
六
九
〇
ａ
。

（
15
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
〇
ｂ
。

（
16
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
〇
ｃ
。

（
17
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
〇
ｃ
―
六
九
一
ａ
。



九
七

『
解
深
密
経
』
勝
義
諦
相
品
の
三
性
説
に
つ
い
て
（
吉
村
）

（
18
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
一
ａ
―
ｂ
。

（
19
）
以
上
、『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
一
ｂ
―
ｃ
。

（
20
）
以
上
、『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
一
ｃ
。

（
21
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
一
ｃ
―
六
九
二
ａ
。

（
22
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
二
ａ
。

（
23
）『
解
深
密
経
』
巻
一
、
大
正
一
六
、六
九
二
ａ
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
解
深
密
経
』、
三
性
、
二
諦
、
事
、
玄
奘


